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13. Ventilatory response to carbon dioxide _and 
ventilatory drive in scoliosis 
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持束性蹄機能毒害を有する，術前の特発性保管症患者
の呼吸の化学調節系について steadystate C02 respo・ 
nse testを行い，陪待に Po・1を誤IJ定した。親!l警症におけ
る炭駿ガス郭激に対する分時換気量は正常人と有意差は
なかった。換気パターンは，一回換気の増加ではなく，
呼吸数の増加が主な要素であり， また呼喪中枢よりの 
driveは正堂人よりも大きしこの再者によ予分時肺換
気量が正常に近づくように，化学調箆系が維持されてい
ると思われた。 
14. Bone Dynamicsよりみた脊誰操
一脊椎のバイオメカニクスに関する硬組織学的ア
プローチー
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Microradiography及び， T etracyclin，Calceinの 
Labelingによる硬組織詩核措記法を用い， 非直立動物
である犬じ直立動物である猿の脊接骨構築を観察し
た。幼若犬の椎弓は，脊推管の拡大に搾なう規則性ある
骨形成，吸i誌を認めるが，椎体は背{員!J(脊推管内〉に向
けた Driftを示す中に，発育期， 脊椎高位により， H菱
銀.Ilに向ける Driftの逆転を認めた。一方，猿の椎体は，
少なくとも絢腰誰で辻， 援{員H~こ向けた DrÎÍt を示'して
いた。 
15.斑ildscoIiosisの自紫経過について(第2報)
。篠遠彰，北東宏， i宥昌平
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昨年;こ続き， 100以上の mildscoliosis 1OO症例を経
過観察した。悪化した症例 (22傍)の悪化要因について
検討し，経過観察方針の一考を提案した。悪生要冒とし
ては， ①袈)J望号室 150以上の shortcurve。 ② double 
cu主veあるいは R-thoracicや R-thoracolumbar の 
single curveo ③誰体の wedgingと rotationを共に
持つ。@iliac apophysisが Risser3以下。観察方針
としては，①@@③を持つ者は 3カ月に 1回。①舎を持
つ者や③を持つ者は 6カ月に工回の観察が遥当である。 
16.脊柱樹響症におけるX譲上の成熟度と椎体発青層
の組織橡
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{見，1]警症においては，脊椎の骨成長の経了とほぼ時をi言
じくして倒替の進行が得止すると考えられている。 X線
上の骨成熟度と椎鉢発育層の組織像との関保につき検討
を加えた詰果， 主ingapophysisの骨化は高位によりば
らつきが多く，むしろ iliacepiphysisの骨化の進行が
権体発育麗の組織橡の所見とほぼ平行していた。 
17.マイクロビームX緯による，骨塩量の灘定
(第2報) 主にイメージン夕、，灘定方法の改泉に
ついて
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(昌的)1.我々の測定方法の，特徴，有効d性につい
て。 2.?Il!J定笹の精度について。 3.測定値の再三号性に
ついて。 4.寵床応用について，検討した。(結果)①
当方法は，マイクロビームX隷と，コンピュータを組合
せた，全く新しい，灘定方法であ!J，各種画橡表示に持
設を有している。窃韓度〈分解能〉としては，比重にて 
0.05のリン酸カヲウムが，識別可能であ!J，誤IJ定植の再
現性は， 3%以内であった。 
18.骨代龍主主患の膏形態計測による検討

とくに骨軟化症について
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腰菊症状および歩行時彊部痛を主訴としで来院し，臨
床検査成績で、アルカヲフォスファターぜの充進，車清無
機リンの抵下，正常車清カノレシウム値を示した症関に対
し，左藤骨生検を施行，非脱灰研磨標本をf乍製し，オス
テオイド染色とマイクロラジオグラフィーにより骨軟化
症と診断した。
この症例に対し， 1-α・(OH)2D3を2年半投与し，症
状および臨床検査成農の好転をみたが，最近，第2回の
右腸骨生検を行い，骨組織の改善を，とくに骨計態計測
